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令和２年度鳥取県障がい者雇用推進会議の開催結果について 

令和２年８月２１日 

雇用人材局雇用政策課 
 

コロナ禍における県内企業の障がい者雇用の状況及び課題等を共有し、必要な支援策等について

ご意見をいただくため、「鳥取県障がい者雇用推進会議」を開催しました。 
  

１ 日 時  令和２年８月１９日（水）１３時３０分～１４時３０分 

２ 会 場  県庁 第 3応接室 他 15 か所（リモート開催）  
３ 参加者  会長 副知事 

       委員 鳥取県経営者協会、鳥取県商工会議所連合会、鳥取県商工会連合会、鳥取県

中小企業団体中央会、障害者就業・生活支援ｾﾝﾀｰ、就労支援団体、鳥取労働

局、鳥取障害者職業ｾﾝﾀｰ、市長会、町村会、県関係部局、県教育委員会  
４ 内 容 

（概要） 

 ・コロナ禍における県内企業の障がい者雇用の状況、障がい者の休業等に対する対応状況につい

て情報共有を図った後、コロナ禍における障がい者雇用の課題と対応策について意見交換を行

った。 

（主な発言等） 

〇コロナ禍における県内企業の障がい者雇用状況等（鳥取労働局、県経営者協会） 

・Ｒ２年４～６月の障がい者の職業紹介状況は、新規求職申込件数は 275 件と前年同期に比

べ 7.7％の減少。就職件数も 268 件と 20.9％の減となっており厳しい状況である。障がい

者専用求人は 37 件で、44.8％減である。 

・新規求職者の減少理由は、コロナウイルスの感染を恐れてハローワークへの来所人数が減

ったからだと思われる。 

・リーマンショック時は、翌年、翌々年に障がい者の雇用数が減少している。障がい者雇用に

影響が出てくるのはこれからだと思う。 

〇障がい者への対応状況等（支援機関） 

・今後は、リモートワーク等障がい者の新しい働き方への支援も必要になる。全国的に例は

まだ少ないが今後は自宅(休業中)にも出向き支援をしていくことが必要。 

・コロナ禍の中、介護施設については外部の支援者が入れないことから、ジョブコーチによ

るリモート支援を行った。 

・休業中に仕事へのモチベーションが下がり生活リズムが崩れた例がある。 

・職場訪問してジョブコーチ支援を行うときは、現場の環境、他の従業員の動きを確認しな

がら支援を行っているが、リモートジョブコーチ支援は周りの環境が見えづらい。また、

企業の方がリモート操作等をしているため支援者と障がい者が一対一で話がしにくい等の

課題も見えてきた。 

〇その他（商工団体等） 

   ・障がい者の雇用の場を守るため、障がい者のリモートワーク、ジョブコーチによるリモー

ト支援のノウハウ、ルール作り等が必要。 

・コロナ禍における障がい者雇用の現状、支援機関等の取組等について会員企業に広く伝わ

るよう会報等を利用し周知を図る。 
  

４ 今後の予定 

コロナ禍における障がい者の新しい働き方等について、関係機関等と連携し障がい者雇用促

進と職場定着に向けた支援を行うための対策を検討する。 
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